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開催日時 平成 27 年 10 月 5 日（月） 

開催場所 咸宜公民館 

出席議員 （4 班）日隈、溝口、財津、坂本（茂）、髙倉、中野 

班  長 日 隈 

司 会 者 溝 口 

記 録 者 坂本（茂） 

参加人数 18 名 

主な要望 

・ 

提 言 等 

〇Ａ氏 

１．農林業は後継者不足であり、従事する人たちの賃金が安すぎる。特

に、林業については、機械化等による仕事が出来やすい環境と補助金

などの活用で、働きやすい体制づくりが必要ではないか。知人の話で

は、農繁期になると息子が東京から帰省して、農業を手伝っている。

そういうところにも、助成金などが必要ではないか。 

林業の機械化等については、多少の補助はあるが、全額補助ではない。

個人に対する助成については、現状調査をしながら、検討していきた

い。 

２．小中学校の統廃合により、空き校舎が増えている。企業や林業に関

係する機関などを、誘致して活用してもらったらどうか。 

学校跡地利用については地元からの要望が優先であり、その点につい

ても、今後検討をしていきたい。 

３．安心して子育てができるように、育休制度が、取りやすい環境をつ

くってもらいたい。そして、市内企業に対しての支援や指導等もお願

いしたい。 

市民や企業からのアンケートによると、半分の企業では、育休制度が

できていない状況である。また、従業員が 10 人未満の企業も多く、国

の制度も使いにくいのが現状である。他市では、無料でアドバイザー

の派遣をしているところもあるので、今後は、国の事業プラス市とし

ての支援も必要であると思う。 

４．副市長の２名体制に反対した理由は何か。 

7 月の市長選時には、公約としてなかったし、話題としてもなく、あ

まりにも唐突なことであった。市民の中でも、「副市長は 1 名で、あと

は職員で市政運営をしていくべきであり、財政面からも人件費は削減

すべきである。」との声も多かった。 

５．定年退職などで帰ってきた方の会を作り、特に、技術を持っている

方については、若い技術者の育成をお願いしたり、ボランティア活動

などにも参加をしてもらい、いろんな支援をしてもらったらどうか。 

 



６．現在は、結婚したくても、結婚できない状況が多い。出会いの場も

少ないので、補助金制度などは、考えられないのか。（九重町の取組を

例に）また、空家の活用もできないか。 

市民アンケート調査でも、7 割の方が「結婚したいが出会いの場がな

い。」という結果が出ている。今後は、商工会青年部や三花公民館での

婚活事業の検証や空家の利用も含めた形で、検証をしていきたい。 

 

〇Ｂ氏 

１．副市長の 2 名体制については賛成です。賛成の人は意見を言わない

と思うが、市として長期的に必要であれば、それで良いと思う。ただ、

今回の補正予算（梨の予冷庫）については、かなりの予算額であり、

本当に必要であったのか。税金も毎年増えている状況である。そして、

「日田を良くしていこう。」という人の、人材育成をしてもらいたい。 

今回、朝日町に梨の保冷庫を作った。梨の種類は、豊水とあきずきで

あるが、現在は、台湾への出荷もあり、出荷時期を遅らせることがあ

るので、保冷庫が必要であった。また、収入も 3％から 5％の増収が見

込める。 

２．梨を含めた、ぶどうや白菜などの農産物をまとめた集荷場（物流拠

点）を作ったらどうか。という議論や意見などはなかったのか。 

今回は、そういう議論や意見はなかった。また、市からの提案もなか

った。今後は、市としての方向性も見ていきたい。 

３．「観光客の減少」というが、いつの時点と比較して言われているのか。

福岡の知人は、日田のことをよく知っているが、実際は、観光客は増

えていると思う。私は淡窓町に住んでいるが、週末などは、観光客で

車の通行量が増えている。特に、子供たちへの安全面も考えてもらい

たい。 

観光客の減少は、宿泊客が減少しているということである。やはり、

泊まれる観光地を目指していくべきである。特に、屋形船は、以前は、

70 艘近くあったが今は、半分になり、土日でも全艘は稼動していない。 

４．ラグビーワールドカップや東京オリンピックのキャンプ地の誘致な

どについては、夢のある話題でもあり、お金をかけないような取組と

して、是非、進めてもらいたい。 

中津江村の施設等も含めて、今後は、私たちからも働きかけていきた

い。 

 

 

高齢者が増えていく中で、活躍の場を作っていくという。という観点

からも、今後、検討をしていきたい。 



主な要望 

・ 

提 言 等 

 

｛副市長の 2 名体制に賛成の立場から発言する｝ 

10 年後、20 年後の日田市を考えた時には、有能な人材が必要である。

わたりも解消し、総人件費の削減と定数管理も行なっているので、2

名体制にすべきである。 

 

〇Ｃ氏 

１．「日田には、たくさんのいいところがある。」というが、観光関連の

方に「具体的には、どこがありますか。」と聞くと、はっきりと答えら

れない方が多い。口先ばかりで「たくさんある。」と言っている。永興

寺や岳林寺といったすばらしい観光資源もあり、特に、歴史・文化と

いう点が生かされていない。先日、宮城県の浅野知事の話を聞いたが、

「限界集落はなくならない。」と言われていた。地方創生と言うが、大

分県では、大分市のことだけしか考えていない。日田市でも、特に、

周辺部を大事にするべきである。 

先日、旅館組合の女将の会との話し合いをしたが、日田のパワースポ

ットや亀山公園・日隈城跡などもあるが、生かしきれていない。とい

うことであった。また、外国人観光客の増加に伴う施策としての、観

光コースの設定やまずは、「日田に宿泊してもらうことが大事である。」

という話があった。さらに、福岡の方には「退職したら日田に住みた

い。」という方もいるが、やはり、交通網がまだ、不十分であることか

ら、そのことも含めて、今後も、検討をしていく必要がある。 

２．中野川の八重桜も、造幣局の桜よりもきれいであり、まだまだ、自

分たちの宝を見落としていると思う。 

 

〇Ａ氏 

１．議会報告会も年に２回は開催してもらって、多くの市民、特に、若

い方の意見を聞いてもらいたい。 

委員会で今後も検討していく。 
 

 


